
主な内容

自然の保護のためにこの広報は再生紙を利用しています。

　町の人口　　　7，465人
　　　　　　前月比（　　 ）
　　男　　　　　3，538人
　　　　　　前月比（　　 ）
　　女　　　　　3，927人
　　　　　　前月比（　　 ）
　世 帯 数　　　2，721戸
　　　　　　前月比（　　 ）

平成14年３月1日現在

YOSHITOMI

広報広報

町の木／もくせい　町の花／さつき

狂犬病予防注射を実施します！……………………………………………２

広域合併を考える……………………………………………………………３

健康福祉課からのお知らせ…………………………………………………４

　このほど「天仲寺古墳周辺整備工事」として、天仲寺山頂に位置す
る天仲寺古墳（町指定史跡）の見学者道が設置され、多くの見学者が
より安全に見学できるようになりました。
　見学者道には、滑り止めの松丸太等を敷設。古墳の入り口に下りる
階段や縁路に沿って安全柵が設置されています。
　天仲寺古墳は、豊築地方最大の石室をもつ古墳です。一度、見学し
てみませんか。

＋12

＋4

＋8

＋9

◆町の現況◆

天仲寺古墳の見学者道を設置天仲寺古墳の見学者道を設置

▼古墳に向かう見学者道
　（写真奥が天仲寺古墳）

石
室
入
り
口
に
下
り
る
階
段

▲

月号

No.600

2002.４.1
４

見学
してみませんか

見学
してみませんか
見学
してみませんか
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平
成
　
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
が
、
左
記
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
生
後
　
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は

生
涯
一
回
の
登
録
と
毎
年
一
回
の
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
場
所
で
、
必
ず
受
け
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
飼
い
主
及
び
飼
い
犬
の
異

動
（
「
登
録
」
・
「
死
亡
」
・
「
所

在
地
が
変
わ
っ
た
」
・
「
飼
い
主
の

変
更
」
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
　
日

以
内
に
必
ず
役
場
へ
届
け
出
を
し
て

下
さ
い
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
、
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有
者
や
価
格

な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
か
ら
所
有
者
に
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
（
平

成 

年
度
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

第
四
百
十
五
条
の
但
書
の
規
定
に
よ

り
一
ヵ
月
延
期
し
て
い
ま
す
）
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
四
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で

す
。

　
町
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞

金
も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
　
年
４
月
　
日
ま
で

（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
時
間

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
ま
で

▼
縦
覧
場
所

　
吉
富
町
役
場
　
税
務
課

※
な
お
、
縦
覧
期
間
を
一
ヵ
月
延
期

し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
　
年
度
固

定
資
産
税
第
一
期
の
納
期
限
を
５
月

　
日
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
税
務
課

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
税
務
課

1491

30

　犬のフンにより、堤防敷・道路・公園などが汚されて
います。
　犬のフンの始末は、飼い主の責任です。散歩にいくと
きは、フンの後始末ができるものを持参し、適正に処理
してください。

役場住民課

犬の飼い主の
方へのお願い

14

14

14

31

14

30

22

狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
！

4月22日（月）

4月23日（火）

直 江 公 民 館 9：00～9：35

土 屋 公 民 館 9：45～10：05

別 府 公 民 館 10：15～10：35

友 愛 会 館 10：45～11：10

町 体 育 館 前 11：20～11：50

和井田歩道橋の西側 9：30～10：00

小犬丸上旧藤田商店前 10：10～10：45

吉 富 漁 協 前 10：55～11：25

料金　　3,050円
（但し、新規登録の場合、登録料が3,000円加算されます）

《場所及び時間》

愛犬の
フンの始末を
　忘れずに！

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

四
月
一
日
か
ら
で
す

四
月
一
日
か
ら
で
す

四
月
一
日
か
ら
で
す

四
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
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今、全国的に市町村合併がかなり多く取り上げられています。

そこで、この市町村合併について、みなさんとともに考えていきたいと思います。

　まず第１回目の今回は合併協議会についての説明をいたします。

　合併協議会とは、合併を考えている市町村が、①合併のための諸条件（合併協

定項目）、②合併後の市町村の将来ビジョン（市町村建設計画）を協議し、合併

すること自体の可否も含め、決定していくための協議会です。

　つまり、合併協議会の設置イコール合併ではありません。「合併するとしたら

この点はこうする。」など、様々な議論を行い、合併の可否を決定していくのが

合併協議会の役割です。

●合併の方式・期日

●新自治体の名称

●新役所の位置

●地域審議会の設置

●地方税　●条例・規則

●組織・機構　●行政連絡機構

●各種の福祉制度　●町名・字名

　など約30項目があります。

合併協定項目としては、
　関係する住民にとって合併後におけ

る自治体の将来のビジョンとなるもの

です。

　住民や議会が合併の可否を判断する

材料となる計画で、合併協議会が行う

策定作業として大変重要なものです。

主な内容としては、

①合併市町村建設の基本方針

②合併市町村建設の根幹となる事業に

関する事項

③公共施設の総合整備に関する事項

④合併市町村の財政計画

（合併後おおむね10年程度の歳入・歳

出を見通したもの）

市町村建設計画は、

吉富町・大平村・新吉富村は任意の合併

協議会を平成14年４月中に立ち上げるよ

う準備しています。

今後合併に係る情報については、町広報、パン
フレット等を通じてお知らせして参ります。

問い合わせ先：役場企画財政課　　24‐4071
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身
体
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
う
け
る
と
身

体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る
各
種
の

援
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声

・
言
語
又
は
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体

（
上
肢
、
下
肢
、
大
幹
）
、
身
体
内

部
（
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
又
は
直
腸
、
小
腸
）
に
永
続

す
る
障
害
の
あ
る
人
で
、
障
害
程
度

に
よ
っ
て
１
級
～
６
級
ま
で
の
等
級
、

ま
た
第
１
種
、
第
２
種
の
種
別
が
あ

り
、
そ
の
等
級
、
種
別
に
よ
っ
て
援

護
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

援
護
に
つ
い
て
…
補
装
具
の
交
付
、

修
理
・
医
療
の
援
助
・
税
金
の
免

除
・
在
宅
福
祉
の
援
助
・
日
常
生

活
用
具
の
給
付
及
び
貸
与
等
が
あ

り
ま
す
。

※
補
装
具
は
、
治
療
の
手
段
と
し
て

一
時
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
、
医
療

用
装
具
と
み
な
さ
れ
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
で
交
付
を
受
け
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
事
前
に
身

体
障
害
者
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
健
康
福
祉

課
　
身
体
障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
２
４
・
１
１
２
３

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
及
び
居

宅
に
お
い
て
介
護
を
必
要
と
す
る
老

人
等
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
、
そ
の
者
が
利
用
す
る
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
、

社
会
活
動
範
囲
の
拡
大
と
日
常
生
活

の
利
便
を
は
か
る
と
と
も
に
、
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
交

付
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　
　
町
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

又
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
あ
っ
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　
　
け
次
の
一
に
該
当
し
て
い
る
方

　
イ
、
視
覚
障
害
の
一
級
又
は
二
級

　
ロ
、
上
肢
障
害
の
一
級

　
ハ
、
下
肢
又
は
体
幹
障
害
の
一
級

　
　
又
は
二
級

　
ニ
、
内
部
機
能
障
害
の
一
級

　
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障

害
の
程
度
が
「
Ａ
」
に
該
当
す

る
方

　
　
福
岡
県
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

　
　
業
実
施
要
綱
の
対
象
患
者
で
特

　
　
定
疾
患
受
給
者
証
を
有
す
る
方

　
　
吉
富
町
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等

介
護
手
当
支
給
条
例
の
規
定
に

よ
り
給
付
の
対
象
と
な
る
要
介

護
老
人
等

《
利
用
券
の
交
付
》

　
　
利
用
券
は
、
年
間
　
枚
（
１
月

２
枚
）
と
し
、
申
請
が
あ
っ
た
月

の
分
か
ら
そ
の
年
度
の
月
末
ま
で

の
分
を
一
括
し
て
お
渡
し
し
ま

　
す
。

　
　
交
付
し
た
利
用
券
は
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
っ
て
も
再
交
付
は
し

ま
せ
ん
。
利
用
券
の
有
効
期
限
は
、

交
付
し
た
年
度
の
末
日
ま
で
で

　
す
。

《
助
成
額
》

　
　
利
用
券
１
枚
で
町
が
助
成
す
る

額
は
、
小
型
タ
ク
シ
ー
の
場
合
は

小
型
基
本
料
金
、
患
者
等
輸
送
限

定
車
（
福
祉
タ
ク
シ
ー
）
の
場
合

も
中
型
、
大
型
車
と
も
そ
れ
ぞ
れ

の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

《
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
》

　
　
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、
吉

富
町
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

会
社
で
す
。
そ
の
他
の
タ
ク
シ
ー

　
で
は
、
利
用
券
は
使
え
ま
せ
ん
。

○
京
築
地
区

　
か
ん
だ
安
全
タ
ク
シ
ー
　
犀
川
タ

ク
シ
ー
　
椎
田
タ
ク
シ
ー
　
太
陽

交
通
　
中
央
タ
ク
シ
ー
　
豊
前
タ

ク
シ
ー
　
京
都
タ
ク
シ
ー
　
山
田

タ
ク
シ
ー
　
吉
富
タ
ク
シ
ー

○
中
津
地
区

　
（
近
鉄
）
中
津
タ
ク
シ
ー
　
扇
城

タ
ク
シ
ー
　
第
一
交
通
産
業
　
中

津
太
陽
交
通
　
中
津
み
な
と
タ
ク

シ
ー
　
や
な
ぎ
や
タ
ク
シ
ー

《
利
用
方
法
》

　
　
利
用
券
は
タ
ク
シ
ー
一
乗
車
に

つ
き
１
枚
を
使
用
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
利
用
券
を
他
人
に
譲
渡
、
貸
与

し
て
も
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

《
申
請
の
受
付
》

　
　
４
月
１
日
以
降
に
役
場
健
康
福

祉
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、

利
用
券
の
交
付
対
象
と
な
る
ご
本

人
も
し
く
は
代
理
の
方
は
、
対
象

者
と
な
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
特
定
疾
患
受
給
者
証
）
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
役
場
健
康
福
祉
課

（1）

（4）

（2）

24

健康福祉課からのお知らせ健康福祉課からのお知らせ健康福祉課からのお知らせ
吉富町役場健康福祉課　24‐1123

重
度
心
身
障
害
者
等
へ

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
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就
学
援
助
法
（
就
学
困
難
な
児
童

お
よ
び
生
徒
に
か
か
る
就
学
奨
励
に

つ
い
て
国
の
援
助
に
関
す
る
法
律
）

に
も
と
づ
く
も
の
で
、
小
・
中
学
校

に
通
学
す
る
お
子
さ
ん
た
ち
が
楽
し

く
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、
学
用
品
費

や
修
学
旅
行
費
な
ど
に
つ
い
て
、
経

済
的
な
理
由
で
お
困
り
の
方
に
対
し

援
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
援
助
を
ご
希
望
の
方
は
、
各

学
校
長
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
現
在
、

援
助
金
を
受
け
て
い
る
方
は
申
し
出

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
新
一
年

生
に
つ
い
て
は
四
月
十
九
日
ま
で
）

▼
援
助
を
受
け
ら
れ
る
家
庭

　
　
　
生
活
保
護
法
に
よ
る
要
保
護

　
　
家
庭
で
、
教
育
扶
助
を
受
け
て

　
　
な
い
世
帯

　
　
　
前
年
度
以
降
に
次
の
よ
う
な

　
　
扱
い
を
受
け
た
世
帯
で
、
援
助

　
　
を
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
　
　
　
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保

　
　
　
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受

　
　
　
け
た
。

　
　
　
　
町
民
税
が
非
課
税
ま
た
は

　
　
　
免
除
さ
れ
た
。

　
　
　
　
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は

　
　
　
国
民
健
康
保
健
税
に
つ
い
て

　
　
　
免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
受

　
　
　
け
た
。

　
　
　
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

　
　
　
い
る
。
（
児
童
手
当
で
は
あ

　
　
　
り
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
学
校
納

　
　
　
付
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

　
　
　
人
な
ど
で
、
生
活
が
困
窮
と

　
　
　
認
め
ら
れ
る
も
の
。

▼
援
助
の
内
容

　
　
　
通
学
用
品
・
学
用
品
費
、
校

　
　
外
活
動
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

　
（
小
・
中
全
学
年
）

　
　
　
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

　
（
小
・
中
１
年
生
）

　
　
　
修
学
旅
行
費

　
（
小
６
・
中
２
年
生
）

▼
決
定
の
通
知

　
　
申
し
出
の
結
果
は
、
学
校
を
通

　
じ
て
保
護
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
認
定

　
　
認
定
は
、
年
度
ご
と
に
学
校
長

　
　
お
よ
び
民
生
委
員
の
意
見
を
聞

　
　
い
て
行
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
小
・
中
学
校
も

　
し
く
は
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
　
（
　
２
２
・
１
９
４
４
）
ま
で

　福岡県介護保険広域連合では、本年度以降、特別徴収に関する保険料額等の通知は、８月に

行います。

　介護保険料の特別徴収は、４・６・８月と10・12・２月に区別されます。

　４・６・８月は平成14年２月分の保険料額をそのまま納付します（これを仮徴収といいます。）

　10・12・２月は前年の所得などをもとに年間保険料を算出し、そこから４・６・８月の保険

料を除いた金額を10・12・２月に振り分けた額を納付します。（これを本徴収といいます。）

　この仮徴収に関しては、その額が前年度の特別徴収額であることが法令上明確にされている

ことから、介護保険法第140条第４項により当該通知は不要とされております。

《特別徴収の方法》

　１年間の保険料

　※平成14年度４・６・８月分の保険料額は平成13年度２月分（平成14年２月分）の徴収額で

徴収させていただきますので、よろしくお願いします。

介護保険料を年金からの天引き（特別徴収）
で納められている方へ

就
学
援
助
費
補
助
金
制
度

就
学
援
助
費
補
助
金
制
度

就
学
援
助
費
補
助
金
制
度

（1）（2）
（ア）（イ）

（エ）（オ）
（1）（2）（3）

（ウ）

年　間　保　険　料

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

仮徴収（前年度２月分の保険料額を徴収） 本　徴　収
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新
年
度
を
迎
え
ま
し
て
、
ま
た
新

た
な
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で

す
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
平
成
十
三
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
し
た
管
渠

工
事
が
、
国
の
お
こ
な
っ
た
景
気
浮

揚
対
策
の
一
環
と
し
て
、
事
業
費
の

増
額
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

事
務
的
な
手
続
き
等
が
必
要
に
な
っ

た
た
め
、
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
て

平
成
十
四
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
お
こ

な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
発
注
済
み
の
管
渠
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
は

①
小
犬
丸
地
区
一
号
汚
水
幹
線
管
渠

築
造
工
事
（
県
道
で
の
工
事
）

②
吉
富
圧
送
汚
水
幹
線
管
渠
等
築
造

工
事
（
高
浜
区
で
の
工
事
）

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
こ
れ
か
ら
発
注
予
定
の
管
渠

　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
と
し
て
は

③
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
周
辺
幹
線
管

渠
築
造
工
事
（
小
犬
丸
下
区
・
ポ
ン

プ
場
周
辺
で
の
工
事
）

④
喜
連
島
地
区
面
整
備
管
渠
築
造
工

事
（
町
道
で
の
工
事
）

が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
の
繰
り
越
し
に
伴
な
い
工
事

現
場
付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
や
特

に
工
事
区
間
内
に
家
屋
や
事
業
所
等

を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
さ

ら
に
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

吉
富
圧
送
汚
水
幹
線
管
渠
（
第
１
工

区
）
築
造
工
事

工
事
金
額
　
六
千
八
百
八
十
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
福
田
組
九
州
支
店

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
りか

ん
き
ょ

（株）

工
事
入
札

結
果
報
告

指定給水装置工事事業者追加指定のお知らせ

　「吉富町指定給水装置工事事業者」の追加指定がありましたの
でお知らせします。

　なお、この指定は随時行っています。追加指定業者等のお問い
合わせは、上下水道課上水道係（�２４‐４０７４）まで。

事　業　所　名　称 事業所の所在地・電話番号 指定年月日

有限会社　阿部建設
大分県中津市大字角木97番地の20
　0979‐22‐5936

H14.3.18
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会社などに就職
（厚生年金、共済
組合に加入）

第　  号被保険者となりま

事業主に年金手帳を提出してください
（種別変更の手続きは事業主が行います。）

2

国民年金のお知らせ
就職したとき、事業主に年金手帳は提出しましたか？

※20歳以上60歳未満の場合

　国民年金も厚生年金も、国が運営する公的年金制

度です。国民年金は全員に基礎年金を保障するもの。

一方、厚生年金は会社員を対象に、基礎年金に上乗

せして、給与に応じた額の年金（報酬比例の年金）

を支給するしくみです。つまり、会社員は国民年金

と厚生年金の両方に加入していることになります。

　厚生年金に加入している人の保険料は、給与から

一括して差し引かれていますので、国民年金の保険

料を個別に納める必要はありません。

※公務員などが加入する共済組合の年金も、厚生年金に準じた

しくみとなっています。

●国民年金と厚生年金の関係とは●

就職したら、保険料を追納しましょう

　保険料の納付特例を受けた期間や、未納期間などがあると、将来の老齢基礎年金が減額されてしま
います。保険料は一定期間内であれば、後から納めること（＝追納）が可能です※。満額の年金を受
給するためにも、就職を機会に、保険料を追納することをおすすめします。
※ただし、納付時期によっては当時の保険料に一定の加算がつきます。

10年以内なら追納できます。 ２年以内なら追納できます。

保険料納付特例を受けていた人
保険料の免除を受けていた人

保険料の未納期間がある人
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平成14年度合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付について

　生活環境の快適性を高め、環境衛生の向上を図るための事業の一環として、今まで処理されないで

流されていた生活雑排水（台所、風呂、洗濯等の排水）を、し尿と併せて処理する合併処理浄化槽を

設置される方に補助金を交付します。

①　対象となる地域
　　　公共下水道計画区域（約192ha）を除く地域
②　対象となる浄化槽
　　　浄化槽法の構造基準に適合し、かつ、生物化学的酸素要求量（BOD）除去率90％以上、放流水の

BODが20mg/　（日間平均値）以下の機能を有するとともに、合併処理浄化槽設置整備事業にお
ける国庫補助指針に適合する合併処理浄化槽

③　補助対象者
　　　・居住の目的で建てた専用住宅に合併処理浄化槽を設置する方。
　　　（販売の目的で合併処理浄化槽付き専用住宅を建築する方は対象となりません）

④　補助金額

⑤　申し込み期間
　　　平成14年４月１日（月）から４月26日（金）まで
　　　※合併処理浄化槽の補助対象設置予定基数には限りがあります。予定基数（10基）を上回る応

募があった場合は抽選とします。

◎申し込み用紙等は、役場住民課に用意しています。
　　（詳しくは、役場住民課環境衛生係までお問い合わせ下さい。　24‐1124）

「ごみ」出し日が一目でわかる
カレンダーができました。
　平成14年度の１年間の「ごみ」の収集日が
カレンダーになりました。
　町清掃業務が皆様方のご協力により、円滑
に行われていますことに厚くお礼申し上げま
す。
　さて、「ごみ」の収集日変更等については、
回覧等でお知らせしていましたが、平成14年
度の１年間（平成14年４月１日～平成15年３
月31日）の「ごみ」収集日程を一枚のカレン
ダーにしました。
　平成14年度の「ごみ」の収集は、カレンダ
ーどおりの日程で行いますのでご家庭の見や

人 槽 区 分

５人槽

７人槽

10人槽

 補助の限度額

３５４，０００円

４１１，０００円

５１９，０００円

すいところに貼ってご利用ください。
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コンポスト等生ごみ処理容器購入者に
補助金を交付しています！

　ごみの減量化を推進し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るため、一般家庭から排出される

生ごみを自家処理するために、コンポスト等生ごみ処理容器を購入した場合、その費用の一部を補助

しています。

　購入された方は補助金の交付申請をしてください。

　①補助の対象者

　　　町内に住所を有する方で、事業所は除きます。

　②補助の対象品

　　　エコマーク認定商品として、厨芥等有機物質ごみをバクテリア分解により処理し堆肥化する容器等

　③補助金の額

　　　購入金額の２分の１とし、下表に定める範囲内とします。

　④提出書類

　　　コンポスト等生ごみ処理容器購入補助金交付申請書

　⑤添付書類

　　　コンポスト等設置費の領収書又は支払いを証明する書類

　　　「通帳に振込みますので（郵便局以外）、口座番号がわかるようにメモ書きをお願いします。」

　◎交付申請書は、役場住民課に用意しています。

　　（詳しくは、役場住民課清掃係までお問い合わせ下さい。　２４-１１２４）

　長年にわたり、町税の円滑な納付に貢献してきた納税組合ですが、近年は廃止が続き、

４団体を残すのみとなり、組合員数も減少していました。そうした流れから、第２次吉富

町行政改革のなかで、吉富町の納税組合の廃止を掲げ検討を重ねた結果、13年度末をもっ

て、残る吉富町の納税組合をすべて廃止することになりました。

　今まで納税組合を通じて税を納められていた方々は、役場あるいは町税の取り扱い金融

機関へ直接ご自分で納めていただくことになります。そこで納税組合に代わる納付方法と

して、便利で確実な口座振替をお勧めいたします。ぜひご利用ください。

納税組合が廃止されました納税組合が廃止されました納税組合が廃止されました

区　分

コンポスト等
生ごみ処理容
器

コンポスト等
生ごみ処理容
器

補助金額（上限）

3,000円

15,000円

補　助　数

1世帯2台まで

1世帯1台
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
三
年
度
自
治

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
吉
富
町
の

職
員
三
人
が
自
治
功
労
者
と
し
て
、

ま
た
中
家
町
長
が
自
治
功
労
者
特
別

表
彰
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
町
村
会
か
ら
は
、
「
吏
員
、

そ
の
他
の
町
村
職
員
と
し
て
三
十
年

以
上
在
職
し
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た

者
」
と
し
て
一
人
が
、
福
岡
県
町
村

会
か
ら
は
、
「
町
村
の
職
員
と
し
て

二
十
五
年
以
上
在
職
し
、
特
に
功
労

が
あ
っ
た
者
」
と
し
て
三
人
が
、
そ

し
て
「
福
岡
県
町
村
会
役
員
と
し
て

八
年
以
上
在
職
し
、
特
に
功
労
が
あ

っ
た
者
」
と
し
て
中
家
町
長
が
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《
全
国
町
村
会
自
治
功
労
者
》

　
　
川
　
貞
夫

　
　
　
　
　
（
課
長
・
　
年
４
月
）

《
福
岡
県
町
村
会
自
治
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
表
彰
》

　
中
家
　
　
一

　
（
築
上
郡
町
村
会
長
・
吉
富
町
長
）

《
福
岡
県
町
村
会
自
治
功
労
者
》

　
畑
田
　
英
文

　
　
　
　
　
（
課
長
・
　
年
　
月
）

　
高
原
　
敏
泰

　
　
　
（
課
長
補
佐
・
　
年
　
月
）

　
笈
木
　
和
美

　
　
　
　
　
（
係
長
・
　
年
９
月
）

　
平
成
十
三
年
度
の
し
め
く
く
り
と

し
て
、
三
月
十
七
日
に
吉
富
町
武
道

館
で
、
恒
例
の
吉
富
少
年
剣
道
教
室

練
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
豆
剣
士
た
ち
は
、
低
学
年
の
部
・

高
学
年
の
部
に
分
か
れ
、
総
当
た
り

戦
に
よ
る
優
勝
争
い
に
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
と
の
親
子
対
戦
も
行
な
わ

れ
、
笑
い
の
中
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
少
年
剣
道
教
室
で
は
平
成

十
四
年
度
の
部
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
（
連
絡
先
…
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

内
　
吉
富
町
体
育
協
会
事
務
局
　
　

２
３
・
５
０
０
６
）

　
吉
富
町
文
化
協
会
（
守
口
博
文
会

長
）
が
、
こ
の
ほ
ど
会
誌
「
蒼
生
」

第
十
九
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
蒼
生
」
第
十
九
号
は
Ａ
５
版
で

三
十
八
ペ
ー
ジ
。
表
紙
の
絵
は
小
石

川
博
司
さ
ん
、
題
字
は
故
・
楠
本
三

山
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
手
掛
け
、
守
口

会
長
の
随
想
「
会
員
の
文
化
活
動
に

つ
い
て
想
う
」
を
巻
頭
に
、
会
員
た

ち
に
よ
る
随
想
や
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
、
吉

富
町
文
化
協
会
の
理
事
・
会
員
名
簿

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲表彰された皆さん

平成13年度自治功労者表彰平成13年度自治功労者表彰平成13年度自治功労者表彰

吉
富
少
年
剣
道
教
室
練
成
大
会

会
誌
「
蒼
生
」

第
十
九
号
を
発
行

吉
富
町
文
化
協
会

会
誌
「
蒼
生
」
第
十
九
号

▲

302525

10

25

10

▲大会に参加した皆さん

わがまち・ふるさと
トピックス
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　今年度は、下記の６講座を予定しています。

なお、詳細については、広報３月号と一緒に各

家庭にお配りした『平成14年度生涯学習講座・

スポーツ教室のご案内』をご覧ください。

《文化講座》

　陶芸教室・生花教室（池ノ坊）・園芸教室・

　料理コース・書道コース・絵画コース

《募集期間》

　４月１日（月）～12日（金）
　電話・窓口どちらでも受け付けいたします。

《申込み・問合せ先》

　吉富町教育委員会　　２２‐１９４４

平成14年度
生涯学習講座のご案内

こんにちは、よしとみレディースです
平成14年度の会員を募集します！

　私たち女性が生涯を健康で、生きがいと夢を持っ

て社会活動ができるよう、いろんな学習会等を計画

しています。

　皆様の参加をお待ちしています。

　なお、現在会員になっている方で、まだ、加入さ

れていないお友達がいれば、是非、お誘いください。

●募集期間　４月１日～４月30日

●年 会 費　1,500円

●活動内容　講演会・史跡散策

　　　　　　・学習会・親睦会

　　　　　　　　　　　　　等々

●申込み先　吉富町教育委員会

　　　　　　教務課　

　　　　　　　２２・１９４４

　ふるさとセンター（吉富駅）内に住民の交流、

学習及び物産等の展示の場として、コミュニティ

ーホールが設置されています。

　現在は、数グループが使用していますが、他に

使用希望があれば申し込みをしてください。

　問い合わせ先　役場産業経済課　　24‐4072

コミュニティーホールの
使用についてのお知らせ

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール（入場無料）
開場13：30　開演14：00４月６日（土） ピアノ発表会

大ホール（入場無料）
開会16：30４月14日（日）

松山政司・松山譲

時局講演会

（講師：参議院議員

　　　舛添　要一）

問 松山譲後援会
0930-56-2239

大ホール（入場料：500円）
開場18：30　開演19：00４月20日（土）
問 築城町教育委員会

大ホール（入場無料）
開場11：30　開演12：00４月28日（日）

築城町民劇

「城井谷の落日」

問 嶋澤るみ好

琴好会大正琴演奏会

　日　　時　４月13日（土）10：00～

　場　　所　吉富フォーユー会館　視聴覚室

　主　　催　吉富町教育委員会

　上映作品　「チキンラン」
　　　　　　　（2000年／イギリス／日本語吹き替え／85分）

ビデオ映画上映会

▲
▲
▲
▲

　日　　時　４月28日（日）10：00～

　場　　所　吉富フォーユー会館　視聴覚室

　主　　催　吉富町教育委員会

　上映作品　「トゥームレイダー」
　　　　　　　（2001年／アメリカ／日本語字幕／101分）

▲
▲
▲
▲

0930-52-0001
（内線182）

22-4030
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国際交流員　グッドマン三世
1.3.2002

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL´

Hello Spring!
　さようならウインター、Hello Spring！吉富町の皆さん、お元気

でしょうか？この頃の天気はどうでしょう？死ぬほど寒くて長ーい

冬がやっと終わって、青空と暖かい風に恵まれている春を迎えたら、

やっぱり僕は、そして皆さんも元気をだしますね。栃木県宇都宮市

と同じ緯度にある故郷のオクラホマ州の冬に雪が30センチほど降り

ますが、季節が変わると気温が17度くらい上昇します。また、季節

の変化に伴って、美しく香りのいい花が咲いたり、多数の新しい生

命が誕生したりしますね。自然の復活のように、春はある意味で人

間の人生をやり直す時期、人生を愉しむ時期、そして人生を祝う時

期だと思います。

　さて、見るとだいぶ春めいてきたので、今月のよしとみ広報に僕の幼い頃から祝っている

春のしきたりについて書きます。

　アメリカでは３月のSt.Patrick's Day（３月号参照）が終わって４月に入ってすぐイース

ターの準備が始まります。この神聖なホリデーは春分以降の満月の後の日曜日に当たります

が、毎日望遠鏡で満月を探す人はほとんどいないのです。

　一方ではイースターはもともとキリストの復活を祝う祭りだと考えられています。他方で

は、イースターのルーツが、キリスト教よりももっと古いと考える人も大勢います。さらに

イースターの伝統的な「イースター・バニー」つまり真っ白のウサギは、春と豊かさを表し

ているので、イースターの主な代表となっています。しかし、宗教をおいて、最近は伝統的

なゲームや遊びなどを通してこのホリデーを祝うのが普通です。例えば、たまごに絵を描く

習慣と庭に隠されたたまごを探す習慣は代表的です。

　ところが、イースターの日にキリスト教会に行ったら特別な礼拝が必ず行なわれます。こ

の礼拝にたくさんのアメリカ人は春の真新しいふくを着て行きます。イースターの礼拝が終

わってから必ず家族と一緒に大きいご馳走を食べることに決まっています。ほとんどの教会

では礼拝後のイースター・ピクニックもありますから教会のメンバーと一緒に過ごすことも

できます。僕みたいにキリスト教会に行かなくても、幼いころからイースターをアメリカの

習慣として祝う人も結構います。

　さて、今年は春が大急ぎで来て、吉富町幼稚園で美しい桜が咲いて

います。この美しい季節に僕はいろいろな野外での活動をしています。

例えば山国川の河川敷でジョギングをしたりしています。友だちと集

まってピクニックでいろいろな食べ物をバーべーキューしたり、フリ

スビーで遊んだりすることがとても大好きです。

青空と暖かい風に恵まれている春になったことはお祝いすべきことだ

と思いますので、吉富町の皆さん、お時間がありましたら山国川の河

川敷で一緒に祝いましょう。
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多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容
　
講
演
会
・
さ
つ
き
展

　
文
化
祭
・
現
地
研
修
会
・
会
誌
「

　
蒼
生
」
発
行
な
ど

▼
年
会
費
　
１
、
３
０
０
円
（
研
修

　
会
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
費

　
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　
　

▼
申
込
先
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
内
　
吉
富
町
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
５
０
０
６

　
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
な
ど
に
関

心
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
①
郷
土
史
や
史
跡
の
探
訪
・
顕
彰

　
②
町
外
研
修
旅
行
（
年
２
回
）

　
③
郷
土
関
連
の
古
文
書
勉
強
会

　
　
（
年
４
回
）

　
④
郷
土
史
家
の
講
習
会
（
年
２
回
）

●
年
会
費
　
１
、
５
０
０
円
（
研
修

　
会
な
ど
必
要
に
応
じ
て
参
加
費
を

　
各
地
の
歴
史
や
文
化
財
な
ど
を
研

究
し
た
り
見
学
す
る
会
で
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
活
動
内
容
　
史
跡
・
文
化
財
探
訪

　
の
研
修
会
、
研
究
会
、
講
演
会
、

　
遺
跡
見
学
な
ど

▼
年
会
費
　
１
、
０
０
０
円
（
研
修

　
会
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
費

　
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　
ま
で

▼
申
込
先
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
内
　
吉
富
町
教
育
委
員
会
文
化
財

　
係
（
　
２
２
・
１
９
４
４
）
ま
で

　
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　
ま
で

●
申
し
込
み
先
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー

　
会
館
内
　
吉
富
町
文
化
財
協
議
会

　
事
務
局
（
　
２
３
・
５
０
０
６
）

　
へ
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

　
※
平
成
　
年
度
か
ら
継
続
し
て
加

　
入
す
る
方
も
、
同
様
に
申
し
込
み

　
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
平
成
　
年
度
総
会
記
念
講
演
会
》

▼
日
時
　
４
月
　
日

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分
予
定

▼
会
場
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
　
　
　
２
階
研
修
室

▼
講
師
　
守
口
　
眞
喜
男
氏

　
　
（
吉
富
町
文
化
財
保
護
委
員
）

▼
演
題
　
「
吉
富
町
の
六
十
年
」

▼
参
加
料
　
無
料

　
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
講
演
会
の
前
に
平
成
十
四
年
度

総
会
が
行
わ
れ
、
総
会
が
終
わ
り
次

第
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
も
く
せ
い
の
会
で
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
栄
養
・
運
動
学
習

等
の
内
容
で
、
毎
月
１
回
勉
強
会
を

開
催
し
、
お
互
い
の
健
康
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
会
で
す
。

　
あ
な
た
も
一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
９
９
０
０

　
四
月
の
も
く
せ
い
の
会
の
勉
強
会

は
、
「
痴
呆
」
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　
年
を
重
ね
る
と
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
た
り
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
た

り
と
全
身
の
機
能
が
衰
え
ま
す
。
痴

呆
も
脳
の
機
能
の
老
化
に
よ
っ
て
現

れ
る
ひ
と
つ
の
病
気
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
聞
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
今
回
だ
け
の
参
加
で
も
結
構
で

す
。

▼
日
時
　
４
月
　
日

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

▼
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
「
痴
呆
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
大
川
病
院

　
　
　
　
　
宮
崎
和
子
　
総
婦
長

吉
富
町
文
化
協
会

19

26

13

12

14

（金）

（金）

30

30

18

10

12

30

30

（木）

（金）

17

（金）

吉
富
町
文
化
財
協
議
会

吉
富
町
も
く
せ
い
の
会

築
上
郡
文
化
財
協
議
会

　
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
の
社
会
を
迎
え
、
本
町
も
高
齢
者
が
増
加
し

て
来
ま
し
た
。
老
後
の
生
活
を
健
康
で
楽
し
く
過
す
た
め
、
寿
会
に
加
入

し
て
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
深
め
教
養
の
高
揚
に
励
み
、
住
み
よ
い
郷
土
づ

く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
未
加
入
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先
　
各
地
区
会
長
ま
で

吉
富
町
寿
会
連
合
会

会員
募集
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Ｉ
Ｌ
サ
ポ
ー
ト
「
夢
風
船
」

　
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者

自
身
が
事
業
運
営
の
主
体
者
と
し
て

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
障
害
を
持
つ

人
た
ち
へ
提
供
で
き
る
よ
う
に
目
指

し
て
い
ま
す
。

《
発
会
式
日
程
》

　
◎
期
日
　
４
月
　
日

　
◎
場
所
　
ウ
ィ
ズ
ゆ
く
は
し

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
開
　
場
　
　
時

　
発
会
式
　
　
時
　
分

　
講
　
演
　
　
時

　
題
　
目
　
「
障
害
者
の
権
利
擁
護
」

　
講
　
師
　
東
　
俊
裕
　
氏
（
自
立

　
　
　
福
岡
県
青
少
年

　
　
　
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室

　
福
岡
県
で
は
、
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
地
域
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
地
域
の
集
会
所
や
公
民
館
、

学
校
な
ど
を
利
用
し
て
、
毎
週
４
日

程
度
、
放
課
後
や
休
日
に
子
ど
も
た

ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
自
由
に
遊

べ
る
居
場
所
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
築
城
募
集
事
務
所

　
　
セ
ン
タ
ー
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

　
　
ト
・
熊
本
」
代
表
・
弁
護
士
）

　
終
　
了
　
　
時
　
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｉ
Ｌ
サ
ポ
ー
ト
「
夢
風
船
」
事
務

　
局
　
代
表
・
や
ま
も
と
よ
う
こ

　
　
０
９
３
０
・
２
６
・
７
９
６
０

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

※
対
象
者
は
、
障
害
の
有
無
に
関
係

　
な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
。

で
す
。

▼
助
成
額
　
内
容
を
審
査
の
上
、
１

　
０
０
万
円
以
内
の
助
成
を
行
な
い

　
ま
す
。

▼
募
集
期
限
　
５
月
　
日
　
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
吉
富
町
教
育
委
員
会
（
　
２
２
・

　
１
９
４
４
）
ま
た
は
、
福
岡
県
青

　
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室

　
（
　
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
０

　
２
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

▼
受
付
　
平
成
　
年
４
月
８
日
　
か

　
ら
５
月
　
日
　
ま
で

▼
応
募
資
格

　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在

　
○
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
大
学
卒

　
　
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
男
女

　
○
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
終

　
　
了
見
込
み
を
含
む
）
に
つ
い
て

　
　
は
　
歳
未
満
の
男
女

▼
第
１
次
試
験

　
５
月
　
日
　
…
筆
記
試
験

　
５
月
　
日
　
…
筆
記
操
縦
適
性
検

　
査
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
の
み
）

▼
入
隊
　
平
成
　
年
３
月
下
旬
か
ら

　
４
月
上
旬

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
築
城
募
集
事
務

　
所
　
　
０
９
３
０
・
５
６
・
１
１

　
５
０
　
内
線
２
２
９

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

発
会
式
・
記
念
講
演
会

28

131314

30

15

14

15

22
282526

15
（土）（日）

26

10

（月）

（金）

30

（日）

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
づ
く
り
事
業
を
募
集

15

（水）

自
衛
隊
幹
部

候
補
生
募
集

●対 象 者　　吉富町内在住者

　（希望者が多い場合はお断りする場合があり

　　ます）

●募集締切　　４月19日（金）

●開 催 日　　５月19日（日）

●申込方法　　出店申込書にてお申込み下さい。

●申 込 先　　吉富町商工会

　　　　　　　吉富町広津

　　　　　　　ＴＥＬ　２２ー０２２８

※出展資格

　　①前日の会場準備と当日終了後会場撤収

　　　に参加できる者。

　　　（参加できない方は出展できません）

　　②町外事業者等は出展出来ません。

お 知
ら せ

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
�
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
　
時
）

４
・
　

本
　
町

清

松

医

院

日
曜
日

豊
前
市

〃

宮
　
夫

木

下

外

科

祝
　
日

荒
　
堀

４
・
　

殿
　
町

南

外

科

４
・
　

幸
　
子

佐
本
外
科
整
形
外
科
医
院

４
・
７

宇
　
野

福

田

医

院

〃

田
　
尻

前

田

内

科

〃

沖
代
町

末

宗

内

科

〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
脳
神
経
外
科

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

４
・
　

八
　
屋

八

屋

第

一

診

療

所

４
・
　

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

加
　
来

中

尾

循

環

器

科

内

科

〃

八
　
屋

矢

鳴

医

院

〃

上
如
水

田

尻

外

科

17

14

14212829

よしとみ・ワッショイ・春まつり

出展者を募集します!
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申告・納付は４月１日から５月20日まで

　労働保険年度更新の手続きとは、前年度（平成13年度）に申告・納付された概算保険料を

確定精算するとともに、当年度（平成14年度）の概算保険料を申告・納付することをいいま

す。

　概算保険料額が40万円（労災保険又は雇用保険のどちらか一方の保険関係のみ成立してい

る場合は20万円）以上の場合、又は労働保険事務組合に労働保険事務を委託している場合は、

労働保険料の納付を３回に分割することができます。

　なお、今年も下記の日程で現地受付・納付相談を実施します。

　　　　　　　　　　日　時　　５月10日（金）　10：00～16：00

事業主のみなさん
労働保険年度更新の時期です!!

平成14年１月29日よりサービス開始

　日本全国のハローワークの求人情報を一発で検索できるようになりました。あなたも検索
してみてください。
　また、しごと情報ネット（http://www.job-net.jp）でも、全国のハローワークの求人情報
を検索できるようになります。

http://www.hellowork.go.jp

ご存知ですか!!　ハローワーク
インターネットサービス「全国版」

　平成14年４月１日から県税相談窓口の開庁時間が次のとおり変更になります。

問い合わせ＝上記の県税事務所または県税相談窓口

県税事務所からお知らせ県税事務所からお知らせ県税事務所からお知らせ

現在の開庁時間　　　  8：30～17：15

変更後の開庁時間　　10：00～16：00
県税事務所及び相談窓口 所　在　地 電　話　番　号
福岡県行橋県税事務所
築上地区県税相談窓口

行橋市中央1-2-1
豊前市大字八屋2007-1

０９３０‐２３‐２２１６
０９７９‐８２‐２２５８
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高
原
　
　
猛

人
去
り
て
荒
れ
し
庭
面
に
水
仙
の
花

は
群
れ
咲
き
季
節
違
へ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

年
を
経
し
庭
の
椿
の
太
き
幹
手
触
れ

て
思
ふ
我
も
老
い
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

満
天
の
星
を
仰
ぎ
て
離
れ
家
に
い
そ

ぎ
往
く
身
に
風
の
つ
め
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
カ
ツ
ヨ

歳
よ
り
も
健
康
年
齢
若
し
と
あ
り
老

い
の
生
き
が
い
短
歌
に
托
す
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

女
の
孫
の
友
に
お
く
る
と
ふ
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
出
来
ば
え
の
良
き
手

作
り
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

梅
の
里
南
部
梅
林
を
散
策
す
一
目
百

万
香
り
は
十
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

早
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
道
を
ゆ
く

ひ
ば
り
の
声
を
も
ろ
に
き
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
　
照
代

冬
の
陽
の
差
す
庭
隅
に
ふ
き
の
た
う

の
芽
吹
き
見
へ
そ
む
七
つ
八
つ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
梅
子

浜
宮
の
白
馬
に
菜
を
与
へ
た
る
幼
き

日
あ
り
塑
像
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
山
　
俊
平

ひ
な
ま
つ
り
の
名
所
と
な
れ
る
吉
井

町
母
の
郷
に
て
今
廃
家
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

一
輪
の
紅
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
ひ

ら
き
水
や
り
の
児
等
声
あ
げ
て
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

苞
か
づ
く
寒
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の
紅
愛
し
み
て
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ゆ
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池
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冬
ざ
れ
の
庭
い
ろ
ど
れ
る
寒
木
瓜
の

花
連
な
り
て
紅
の
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

生
垣
に
黄
色
の
帽
子
の
ぞ
か
せ
て
朝

な
朝
な
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通
学
の
児
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
口
　
久
子

く
っ
き
り
と
涅
槃
寂
静
入
滅
の
姿
す

阿
蘇
の
山
連
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
原
　
友
子

群
れ
な
が
ら
影
を
落
せ
り
水
澄
み
て

幾
年
ぶ
り
か
の
メ
ダ
カ
見
い
で
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

な
に
鳥
や
日
ご
と
な
の
み
を
啄
み
て

ち
ゅ
ち
ゅ
と
鳴
く
声
う
れ
し
く
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

そ
知
ら
ぬ
を
装
ひ
癌
に
触
れ
ざ
り
き

柩
の
裾
に
ひ
と
は
な
置
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
房
　
昭
子

焚
く
ほ
ど
に
落
葉
持
ち
く
る
風
に
し

て
宮
の
狛
犬
い
ぶ
ら
れ
て
を
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向
野
　
朝
香

古
希
と
な
り
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

河
老
人
医
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の
は
が
き
の
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

湧
き
水
を
汲
み
て
帰
り
の
国
東
路
に

林
立
し
た
る
つ
く
し
を
見
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

鋤
き
て
く
る
る
畑
に
二
瓩
の
じ
ゃ
が

い
も
を
植
ゑ
つ
つ
幼
ら
の
は
し
ゃ
ぐ

声
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

じ
ゃ
が
い
も
の
煮
転
が
し
の
た
ぎ
る

音
畑
の
雨
の
音
に
も
聞
こ
ゆ

分
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に
生
徒
一
人
の
桜
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

百
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鳥
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民
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の
お
し
ゃ
べ
り
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
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清
子
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コ
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の
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き
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る
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い
て
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椿
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付
き
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打
つ
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の
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の
揃
ふ
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
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く
み
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
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典
男

お
早
う
と
小
鳥
が
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て
く
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新
調
の
カ
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も
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く
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期

い
つ
の
世
も
お
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れ
る
者
の
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あ
わ
れ

と
も
か
く
も
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は
満
足
の
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見
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老
い
二
人
お
医
者
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い
も
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が
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

患
者
さ
ん
の
悩
み
も
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い
て
揉
み
ほ
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す

春
や
春
旅
へ
の
誘
い
二
つ
三
つ

隣
か
ら
あ
く
び
移
さ
れ
大
弱
り

名
の
知
れ
た
ス
ー
パ
ー
倒
れ
不
況
な
お

携
帯
が
い
い
雰
囲
気
を
打
ち
壊
し

き
ろ

こ

こ
う
か
な

つ
と

ぼ
　
け

つ
い
ば

ひ
つ
ぎ

く
れ
な
い

う
　 

た

み
な
べ

す

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳
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広
報
よ
し
と
み
三
月
号
の
「
一
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
」
の
記

事
中
の

“
為
籐
　
脩
志
ち
ゃ
ん
”
を

“
為
藤
　
脩
志
ち
ゃ
ん
”
に
、
「
名

称
が
変
わ
り
ま
す
」
の
記
事
中
の

“看

護
士
”
を

“
看
護
師
”
に
、
そ
れ
ぞ

れ
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
「
ポ
リ
オ
」
は
別
名
「
小
児
マ
ヒ
」

と
も
呼
ば
れ
、
生
命
を
と
り
と
め
て

も
ウ
ィ
ル
ス
が
脊
髄
に
達
し
て
、
手

や
足
に
マ
ヒ
が
残
る
と
い
う
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン

投
与
に
よ
っ
て
大
部
分
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

★
日
時
　
４
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

★
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
大
下
　
　
力

　
　
　
由
美
香
ち
ゃ
ん
（
高
　
浜
）

　
福
田
　
　
豊

　
　
　
　
滉
一
ち
ゃ
ん
（
幸
子
上
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
山
本
　
芳
子
様
　 

歳
（
喜
連
島
下
）

　
　
　
（
３
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

★
該
当
児

　
１
回
目
…
平
成
　
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日
生
ま
れ

　
２
回
目
…
平
成
　
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
６
月
　
日
生
ま
れ

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
が
離
れ
て

　
い
て
も
、
必
ず
２
回
飲
み
ま
し
ょ

　
う
。

※
下
痢
を
し
て
い
た
ら
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
山
本
　
年
雄
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
別
府
　
博
則
様
　
（
喜
連
島
上
）

　
楠
本
　
絹
江
様
　
（
和
井

田
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
山
本
　
年
雄
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
楠
本
　
絹
江
様
　
（
和
井

田
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

72

14 10

1313

30

12

31

14

14

30

（水）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
の
お
知
ら
せ

ゆ
　
み
　
か

ひ
ろ 

 

と

お
わ
び
と
訂
正

　朝食をすませたら、便意
をもよおすはずです。も
し、トイレに行きたくなら
ない場合でも、忘れずにト
イレに行きましょう。
　排便後は、便の観察をし
てみましょう。色やにお
い、形、量、いずれも前日
の生活を反映して変化して
います。
　快便が得られたら、その
一日はきっと快適にすごせ

ひとくち健康メモ

目指そう！快便
◆期　　間
　平成14年４月６日（土）～15日（月）

　ゼロに押さえます!!
　交通事故!!

《運動の重点》
　①子供と高齢者の交通事故を防止しよう

　②飲酒運転等の悪質・危険な運転を追放
　　しよう

　③交差点の交通マナーを高めよう

主唱／交通事故を
　　　なくす福岡県
　　　県民運動本部
（福岡県・福岡県警察
 ・市町村
 ・福岡県交通安全協会）

平成14年マナーアップふくおか

春の交通安全県民運動春の交通安全県民運動春の交通安全県民運動
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濱
本
　
真
生
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
４
・
５
生
　
小
犬
丸
下
）

　
佐
藤
　
　
萌
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
４
・
６
生
　
別
　
　
府
）

　
角
畑
　
優
香
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
４
・
６
生
　
喜
連
島
下
）

　
工
藤
　
聖
史
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
４
・
　
生
　
今
　
　
吉
）

　
石
丸
　
大
喜
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
４
・
　
生
　
別
　
　
府
）

　
石
丸
　
聖
也
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
４
・
　
生
　
別
　
　
府
）

　
田
中
　
莉
歩
子
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
４
・
　
生
　
今
　
　
吉
）

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▲

13

▲

13

▲

13

10

▲

13

11 1126

▲

13

▲ ▲

13 13

た
か
　
し

も
え

ゆ
う
　
か

せ
い
　
や

り
　
ほ
　
こ

だ
い
　
き

ま
　
お

一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

医療機関 実施日時

唐原内科クリニック

� 22-0782

４月15日（月）・16日（火）
　　17日（水）・19日（金）

13：30～15：00◇17：00～18：00

時間

東 病 院

� 22-2219

４月16日（火）・17日（水）
　　19日（金）

14：00～17：30

時間

佐本外科・整形外科医院

� 25-2225

４月15日（月）・16日（火）
　　18日（木）・19日（金）

14：00～16：00

時間

中山内科医院

� 23-5623

４月15日（月）・16日（火）
　　17日（水）・19日（金）

15：00～18：00

時間

《三種混合予防接種日程表》 お　知　ら　せ
月 日 内　　容 時 間 と 場 所

４月５日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

４月10日(水) ポリオ生ワクチン投与 あいあいセンター14：00～14：30

４月11日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：00～12：00

４月12日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

４月12日(金) ３歳児健診 あいあいセンター13：30～14：30

４月16日(火) 健康相談 幸子上公民館13：30～15：00

４月17日(水) 健康相談 幸子古公民館13：30～15：00

４月19日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

４月19日(金) 健康相談 別府公民館13：30～15：00

４月22日(月) 介護家族健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

４月23日(火) 乳児相談 あいあいセンター13：30～14：30

４月24日(水) 健康相談 楡生公民館13：30～15：00

４月25日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：00～12：30

４月26日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

４月26日(金) 健康相談 鈴熊公民館13：30～15：00


